
会 議 録 

会議の名称 第 2回那珂川市国民健康保険運営協議会 

開催日時 
令和 7年 12月 11日（木） 

19：00～20：00 
開催場所 保健センター2階健康増進室 

出 席 者 

1．委員 

 羽良委員、吉永委員、福井委員、三角委員、 委員、藤野委員、 

 黒﨑委員、仲吉委員、小塚委員 

2．執行機関（事務局） 

 中村部長、藤島課長、松原係長、青木（市民課）、大熊係長、山田、

青木（健康課） 

配布資料 

・資料 1 令和 6年度特定健診・保健指導実施状況及び受診率について 

・資料 2 令和 8年度那珂川市国民健康保険税率について（仮算定） 

・資料 3 令和 7年度第 3回那珂川市国民健康保険運営協議会の日程につい 

      て 

議題及び審議の内容                      記録者：青木 

1．会長あいさつ 

 

2．報告事項 

（１）令和 6年度特定健診・特定保健指導の報告（資料 1） 

事務局から説明 

【質 疑】なし 

 

3．諮問 

「那珂川市国民健康保険税の税率の改定について」 

市長代理として部長から会長へ諮問 

 

4. 審議事項 

 （１）令和 8年度標準保険料率の仮算定結果について 

事務局から説明 

【質 疑】 

委 員：資料 2-4におけるモデルケースの被保険者 4人世帯において、昨年と比べ 

    てかなり増額している。物価が高騰している中きついのではないか。標準 

保険料率に合わせず税率を下げ赤字となった場合、議会で問われることに 

なるのか。 

事務局：太宰府市と糸島市においては、基金があるため、赤字が出れば基金より補 

    填される。福岡県からは、保険料水準の統一を目指していることから、ま 

ずは全自治体が標準保険料率に合わせることを目指しており、本市におい 

てもそのようにしたいと考えている。 



委 員：標準保険料率に合わせることを目指しているとのことだが、支払い不可能 

な人が増えるのではないか。標準保険料率に合わせたことによる滞納者や 

分納申請者数の推移を教えてほしい。 

事務局：次回回答する。 

委 員：一般会計からの赤字補填はだめだと言われているが、令和 3年度からど 

のくらいの金額を補填していたのか。 

事務局：次回回答する。 

委 員：収納率は増加しているのか。 

事務局：増加している。 

委 員：子ども子育て支援金なのに、子がいる 4人世帯が増額している。応能割が 

増額しているが、中間所得世帯が一番打撃を受けている。これも福岡県が 

示しているものなのか。那珂川市独自で研究することはできないのか。 

事務局：すべての項目において福岡県が示している。標準保険料率の算出方法は被 

保険者数や世帯の年齢構成、那珂川市の所得の割合など、計算方法がとて 

も複雑で、仮に那珂川市独自で設定したとしてもどのくらい影響が出るも 

のか判りかねる。 

委 員：福岡県が示す保険料率に合わせることになっているのであれば、この協議 

会自体の開催意味がないのではないか。 

事務局：確かに保険料率に合わせることになっているが、委員のみなさんにご意見 

を伺いながらやっていきたい。 

委 員：とにかく家計の負担が大きい。収納率をあげて負担を下げるなどなにかし 

ら方法で負担を減らしてほしい。 

委 員：物価高で厳しい生活のなか、上げ幅については慎重に検討していかなけれ 

ばならない。令和 3年度から運営員会の中で標準保険料率に合わせていく 

と議論されてきて、今後もそれに合わせていくという方向はわかる。少し 

でも市民の負担が軽減できるように慎重に取り扱っていかなければいけ 

ない。 

事務局：福岡県からは標準保険料率を示されている一方で、一般会計からの赤字補 

填は原則認めないと言われている。事務局としても、負担が大きいことは 

認識しており、福岡県の説明会にて剰余金を充当する可能性があると話が 

出ている。剰余金が充当されれば、保険料率は下がる見込みだが、剰余金 

が実際に充当されるのか、また充当金額については現在のところ公表され 

ていない。事務局としても、福岡県に対し剰余金の充当について強く要望 

しているところである。 

委 員：納付金を支払わなければならない中、税率を低くしようとすれば赤字が出 

ることになる。一般会計からの赤字補填も考えていただきたい。 

委 員：事務局におかれては、今回出てきた意見を十分検討していただきたい。 

 

5. その他 

 （１）第 3回国保運営協議会の日程について 



事務局から説明 

【質 疑】なし 

 

 


